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青山の街並みに調和し、末永く愛されるビルに

　設計コンセプト　　　　　　未来と過去が重なるビルに
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　青朋ビル（東京都港区、玉利望社長）と都市再生機
構が東京都港区で進めてきた新「青朋ビル」が完成し
た。青山通り沿いで年以上にわたって地域に親しま
れてきた旧青朋ビルを建て替えた。地域が紡いできた
時代を継承しながら、先進性を表現することで魅力あ
る青山のまちづくりに貢献していく。建物の基本設計
を久米設計、設計と施工を清水建設が担当した。
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■工事名称：青朋ビル（北青山三丁目）業務施設等
建設その他工事

■施設名称：〈事務所部分〉青朋ビル
〈賃貸住宅部分〉青朋レジデンス

■工事場所：東京都港区北青山３－５－６
■事　業　主：青朋ビル株式会社

独立行政法人都市再生機構東日本都市
再生本部

■基本設計：株式会社久米設計

■実施設計：清水建設株式会社
■工事監理：株式会社日東設計事務所
■施　　工：清水建設株式会社東京支店建築第三部
■建築用途：事務所、共同住宅
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：Ｓ造（柱ＣＦＴ造）一部ＳＲＣ造（制振構造）
■階　　数：地下２階地上階
■工　　期：年９月１日～年４月５日

写真提供：都市再生機構

　青朋ビル株式会社（東京都港区、玉利望社
長）と独立行政法人都市再生機構（ＵＲ都市
機構）が共同で、東京都港区北青山３丁目で
建て替えを進めていた複合ビル「青朋ビル」
が、４月５日に竣工を迎えた。新ビルは東京
メトロ銀座線・半蔵門線・千代田線の「表参
道駅」（徒歩４分）と、銀座線「外苑前駅」
（徒歩６分）のほぼ中間に位置し、青山通り
（国道号）に面した、利便性に優れた立
地にある。規模は地下２階地上階建て。１
～階にオフイス、～階に共同住宅（
戸）を配置している。
　建て替え事業は、年に竣工した旧青朋
ビルと、隣接する第２青朋ビルの老朽化が進
んだため、二つの建物の敷地を一つにまとめ、
建て替えを図るための勉強会を年７月に
両者で立ち上げ、検討を進めた。年には
検討結果を踏まえ、建て替え事業の基本協定
を両者で締結。年４月に基本設計業務を
久米設計に委託し、年４月に実施設計・
施工を清水建設に決定した。工事は同年８月
から基盤整備に入り、年９月から本体工
事に着手した。
　デザインコンセプトは「青山地区の歴史の

継承と周辺環境との調和」。歴史の継承とい
う観点から、旧青朋ビルのレンガ調のデザイ
ンを中層階に採用する一方で、低層階はガラ
ス張りとして沿道のにぎわいを演出し、周囲
の建物との調和を図った。青山通りが緊急輸
送道路に指定されているため、災害時に道路
機能を確保できるように制振構造を採用。
時間電力供給が可能な非常用発電機や防災用
備蓄倉庫なども設置し、ＢＣＰ（事業継続性）
に対応するとともに、ＢＥＭＳなどを採用し、
省エネにも配慮している。年月にはDB
J Green Building認証の４つ星（プラン）認
証を取得している。　
　既成市街地での建て替え事業のため、工事
は各種の制限がかけられた。ＵＲ都市機構東
日本都市再生本部都心業務部の宮内拓馬課長
は「共同事業者の青朋ビル㈱をはじめ、厳し
い施工条件の中で工事を担当いただいた清水
建設や各種事業関係者の方々、さらには長期
間にわたる工事にご理解を頂いた近隣の方々
に心より感謝を申し上げたい」とし、青朋ビ
ルの玉利社長は「新青朋ビルが青山の街並み
に調和し、末永く皆様に愛されることを期待
したい」と、語った。

階植栽

エントランスホール ＥＶホール

　青山通りに面する、事務所と共同住宅の複
合ビルの建て替え計画である。建て替え前の
旧青朋ビルは、焦茶色のタイル張りファサー
ドが、約年の間青山通りの景観の一部を形
成し、オーナーや利用者や街行く人々に愛さ
れ親しまれてきたビルであった。新築にあた
っては次の年を見据えるだけでなく、これ
までの歴史や記憶をつなぐことを考え、未来
と過去が重なるビルとして〝Layered〟を建
築コンセプトとした。
　そのコンセプトを受け、外装計画は旧青朋
ビルのイメージを受け継ぐタイルや石やコン
クリートといった重量感のあるマットな素材

と、アルミルーバーやガラスといった軽快で
艶感のある素材を組み合わせ、奥行きのある
ファサードとすることで、見る方向や時間帯
により表情を変える計画とした。また事務所
と共同住宅部分はセキュリティーを明確に区
分しつつも、「暮らし働く人々の社交場」と
して、温かみや居心地の良さを意識した内装
計画と、地上および屋上の植栽計画により一
体感のある計画とした。
　災害対策や環境性能は陳腐化しない先進ビ
ルにふさわしい性能とし、長く未来にわたっ
て愛される建物を目指した。

株式会社久米設計


